
写真でお届け！ 2月～3月の社会教育は行事が盛りだくさん！

「一人一学習」「一人一健康」「一人一奉仕」をめざして
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のごはん

大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

2月から3月にかけて社会教育関係でたくさんの行事が開催されました。子どもから大人までたくさんの人
に参加していただいた行事やイベントを写真でご紹介します！

①熱気球体験と健康ウォーキング（R6.2.25） 熱気球チーム「薩摩大志」による気球イベント。
天候不良により、熱気球の仕組みや熱気球に触れる体験イベントに変更して実施しました。
②劇団四季公演（R6.3.7～8） 小学4～６年生を対象として、劇団四季ファミリーミュージカル
「エルコスの祈り」こころの劇場公演が開催され、島内の児童800人が鑑賞しました。
③尾母子ども会育成会表彰（R6.3.14） 令和5年度鹿児島県優良子ども会表彰の伝達式があり、
尾母子ども会育成会が表彰を受けました。

④バルーンアート教室（R6.3.16）バルーン屋「Lea-レア-」さんによるバルーン講座に約40名
が参加し、チョコやぬいぐるみ入りのバルーンポシェットと塗り絵バルーンづくりを行いました。
⑤親子で運動あそび講座（R6.3.17）3歳～6歳児とその保護者を対象に、親子で触れ合いながら
楽しくできる運動あそび講座を実施。親子30名が元気いっぱいに体を動かしました。
⑥工作体験・科学体験イベント（R6.3.24）宝石石けんやオイルウォーターボトル作成、プラ板
キーホルダーづくり、紙飛行機競争など、みんなで楽しめる工作体験イベントを開催しました。

⑤ ⑥④

③① ②

2月から3月にかけて「上武大学硬式野球部」「愛知工業
大学名電高校硬式野球部」「TDK硬式野球部」3団体が
スポーツ合宿に訪れ、各団体ともにバレイショやタンカ
ン等の特産品を提供する歓迎セレモニーが実施ました。

スポーツ合宿で「徳」を積む！



4月 8日（月） 小・中学校入学式・始業式

4月20日（土） 青少年育成の日

4月21日（日） 家庭の日

4月27日（土） 子ども読書週間行事「絵本作家ミロコマ

チコさんによるワークショップ」（図書館）

４月行事予定 家庭教育支援チーム「 」から一言

朝の忙しい時間を乗り切るために
日頃の段取りが重要！

4月のおはなしの時間 13日

たとえ寝坊しても簡単に食べられるもの（ヨーグルト
など）を常備しておく、明日使うものは今日のうちに準
備を済ませておくなど、日頃の段取り良い行動
で忙しい朝をスムーズに乗り切ることができ
ます。明日のための貯金としてはじめましょう。

「子どもの読書週間・子ども読書の日」に読書に親しもう！

〈令和６年度公民館講座募集について〉
令和６年度公民館講座の受講生の申し込みは、４月１日（月）から１９日（金）（必着）の期間

となります。応募は、チラシのはがきを利用し、郵送か学習センターへ直接持参となります。
今年度の講座は、全２７講座が開講し、新規講座に「三味線」「編み物教室」「基礎洋裁と着物

リメイク」が加わります。新たに何かに挑戦したい方、自分自身のスキルアップを図りたい方、み
なさんのお申し込みをお待ちしています。

【公民館講座受講においての注意点】
・受講者は、18歳以上の徳之島町在住の方のみとさせていただきます。
・受講にあたり、受講料（１講座につき千円）＋施設使用料＋材料代等が、発生します。
・申し込みは、１人２講座まででお願いします。（それ以上申し込みされた場合は、申し込み

を受け付けない場合があります。）
・毎年、申込だけして、受講されない方が、見受けられます。定員枠から外れた方や施設使用

料の支払い等で他の受講生に迷惑がかかります。無責任な申込はお控えください。

子どもが生涯にわたる読書週間を身につけるためには、乳幼児期から読書に親しみ、小学生期、
中学生期、高校生期へと子ども自身がその成長に応じて読書の楽しさを知ることができるよう、読
書環境の整備に社会全体で取り組んで行くことが必要です。鹿児島県及び徳之島町では、「子ども
読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書活動の推進を図っています。

＜家庭で取り組む「1日20分読書」運動～心に残る1冊の本との出会い～＞

□ 近くの図書館（室）や書店に出かけて本を手に取ってみましょう。
□ テレビやゲーム、スマホは少しやめて、家族で読書をしてみましょう。
□ 我が家の「読書の日」を作ってみましょう。
□ 読み聞かせの時間を作ってみましょう。（大人から子ども、子どもから大人へ）

□ 家族で読んだ本を紹介し合ってみましょう。
□ 家族で料理や工作などの本を読んで、一緒に作ってみましょう。

子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっと本を読む場所をとの願いから、「こどもの読書週
間」は1959年（昭和34年）に誕生しました。もともとは、5月5日の「こどもの日」を中心とし
た2週間（5月1日～14日）でしたが、子どもの読書への関心の高まりを受けて、「子ども読書
年」である2000年より現在の4月23日（世界本の日・子ども読書の日）から5月12日に
期間を延長しました。幼少のときから書物に親しみ、読書の喜びや楽しみを知り、ものごと
を正しく判断する力をつけておくことが、子どもたちにとってどんなに大切なことか……。

子どもに読書を勧めるだけでなく、大人にとっても子どもの読書の大切さを考えるとき、
それが「こどもの読書週間」です。【公益社団法人 読書推進運動協議会HPより】

こどもの読書週間に親子ではじめよう「1日20分読書」！

親子で読書に
親しもう！


